
ZoneⅢ ZoneⅡ ZoneⅠ

省エネ装置の取り付け位置に対する分類

と最近の省エネ装置

Zone Ⅰ：船体抵抗の低減（船体）

船尾流れの改善

プロペラ損失の回収

Zone Ⅱ：プロペラ効率の改善（プロペラ自
身）

Zone Ⅲ：プロペラ損失の回収

舵性能の改善（舵）

流体テクノ

（Ｊ．Ｓ．Ｃａｒｌｔｏｎによる）

基本的には省エネとなる船型を計画設計することが重要

流体テクノ

玉島



省エネ装置の分類

流体テクノ
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船型

・非対称船尾(三星)

・オフセンタープロペラNOPS（Universal）

・キール下突出船尾

・気泡（キャビティー）

・ 塗装.

プロペラ前方(Zone Ⅰ)

船体抵抗の低減、船体伴流の整流・加速・減速、プロペラへの回転流供与、
伴流の集中分散、ﾌﾟﾛﾍﾟﾗとの干渉低減、付加推力の発生

流体テクノ



水平フィン系

a.LV-Fin（IHIMU）

b.DPF(Sumitomo)

c.NCF(Namura)

d.STF(Sanoyasu)

e.Flipper Fin(Oshima)

f.省エネフィン（Shinkurushima）

g.Gruthues spoilers
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流体テクノ



プレスワールステータ系

a.リアクションフィン(Mitsubishi)

b.Aperture-Fin(IHIMU)

c.省エネステータ(流体テクノ)

d.SDS-F(KAWASAKI)

a.

流体テクノ

b.

d.

c.



ダクト系

a.WED

b.SSD(Universal)

c.SILD(Sumitomo)

d.MIDP(Mitsui)

e.Integrated Half Duct(Lufthra)

a.

b. c.
d.

流体テクノ



タンネル系

各所にて目的に応じて装着

流体テクノ

（Ｓｕｍｉｔｏｍｏ）



プロペラ自身（Zone Ⅱ）
ﾌﾟﾛﾍﾟﾗ効率の改善、低回転、小直径化

a.低回転・大口径

b.end-plate付きプロペラ（TVF,CLT）

c.bladelet（小翼） 付きプロペラ

d.ハブボルテックスフリープロペラ（NHV）

e.2重反転プロペラ（CRP）

f.タンデムプロペラ（TDP）

b.

c.

d.

e.

流体テクノ



プロペラと舵間（Zone Ⅱ）

ﾌﾟﾛﾍﾟﾗ回転流の回収、付加推力の発生

回転翼系(プロペラ側)

a.グリムベーン(Kobe Steel)

b.ＰＢＣＦ(MOTEC)

c.ターボリング(Kobe Steel)

固定翼系（舵側）

d.Stator Fin(Mitsubish)

a.

b.

c.

流体テクノ



舵上（Zone Ⅲ）

ﾌﾟﾛﾍﾟﾗ回転流の回収,伴流率の増加,付加推力の発生

ラダーバルブ系

a.RBS-F(Kawasaki)

b.MIPB（Mitsui）

フィン系

c.AT-Fin(IHIMU)

d.SURF(Universal)

e.VENUS(Universal)

d.

a. b.

c.

e.

流体テクノ


